
お問い合わせ先 
◇報道関係者： （株）JPR「科学と社会シンポジウム」事務局／中尾・遠藤 

TEL：03-3403-1745／FAX：03-3403-1753 
◇一般の方： JASTJ 事務局 TEL：03-5414-1002 

2008 年 9 月 19 日 

   

科学と社会シンポジウム 

「現代を見る目、めざす未来 ～食と健康のコミュニケーション」 

参加者募集のご案内  （参加料無料） 

共催：JASTJ/JST/SVS 後援：日本学術会議 
開催日：2008 年 10 月 25 日（土）13:00～16:00 

場所：ＪＳＴホール（東京都千代田区四番町 5-3） 開場：12:30 

 

 

汚染米流通、中国ギョウザ、医療危機などに際し、メディアの伝える情報の量と質はこれで

いいのか。よりよいコミュニケーションのためには、どこを変えることが必要か。 

ふつうの人と専門家とのコミュニケーションはなぜ難しいか。どうすれば情報ギャップを 

克服できるか。 

科学技術が未来社会のあり方と深くかかわる時代。私たちの選択の基礎となる科学と社会の

コミュニケーションについて討論するシンポジウムを開きます。 

現場経験豊かなジャーナリストと専門家と市民が参加し、めざしたい未来社会から現代を 

考え、課題を提言します。 
 

― 実施概要 および 募集要項 ― 
 
◇当日プログラム（敬称略） 
【第一部】 基調講演：「科学と社会の情報交流」 金澤一郎 （日本学術会議会長） 
【第二部】 パネルディスカッション：「現代を見る目、めざす未来」  

長村洋一 鈴鹿医療科学大学教授 （食のリスクコミュニケーションが専門） 
小室広佐子 東京国際大学准教授 （情報と人間の理解や行動の関係を研究） 
田辺功 ジャーナリスト／元朝日新聞編集委員 （医療現場が長年のフィールド） 
松永和紀 フリーライター（「メディア・バイアス」著者） 
有本建男 JST 社会技術研究開発センター長（科学技術の社会への定着をリード） 
小出五郎 コーディネーター、JASTJ 会長、元 NHK 解説委員 

  
◇参加申し込み 
お申し込みは、氏名、郵便番号、住所、電話番号、参加人数を記して、下記へ。 
【宛て先】（株）JPR「科学と社会シンポジウム」事務局 

＜はがき＞ 〒107-0061 東京都港区北青山 3-5-12 青山クリスタルビル 7F 
＜FAX＞ 03-3403-1753 
＜E-mail＞ healthcare@k-jpr.com 

 【定員】 先着約 200 名。受付後に参加証を発送します。 
 
◇共催： 
JASTJ（日本科学技術ジャーナリスト会議 会長:小出五郎） 
JST（科学技術振興機構 理事長:北澤宏一） 
SVS（サイエンス映像学会 会長:養老孟司） 
 

◇後援 
 日本学術会議（会長:金澤一郎） 

 


